
コース

通年 必修

教科書：

副教材：

a 知識技能

b 思考・判断・表現

c 主体的に学習に取り組む態度

a b c

4 ○ ○

5 ○ ○ ○

6 中間 ○ ○ ○

7 ○ ○

○ ○ ○

9 中間 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 期末 ○ ○ ○

○ ○ ○

・「英語表現Ⅰ」で学んだ学習内容を本科目の言語活動において活用したり、自分の考えなどを表現する際に

　それらを話したり書いたりして表現できるような段階まで定着できているか。

LESSON 1 動詞の種類

LESSON 2 時制

説明する、報告する、提案する

誘う、事実・情報を伝える、説明する

提案する、説明する、主張する

事実・情報を伝える、提案する、説明
する

LESSON 6 比較

LESSON 7 関係詞

LESSON 8 仮定法

月 考査 評価の観点

表現する際に必要となる英文法を、英語表現Ｉで学習した基礎を復習しつつ、より発展的な内容をていねいに学習する。さらに、まとまったパラグラフを書く
活動、自分の考えなどをまとめて発表する活動（プレゼンテーション）や発表への質疑応答、ディスカッション、ディベートに取り組む。

開志国際高等学校

論理表現Ⅲ 学年 第3学年 開講 3単位

ｱｽﾘｰﾄ

科目

学習目標

２０２４年度シラバス（　英語　）

My Way Logic and Expression Ⅲ

ワークブック

前
　
期

後
期

説明する、質問する、依頼する

報告する、説明する、提案する

紹介する、描写する、説明する

LESSON 3 助動詞

LESSON 4 不定詞・動名詞

推薦する、説明する、理由を述べるLESSON 5 分詞・分詞構文

学習計画及び評価方法

学期 項目 単元 学習内容 学習のねらい

評価方法

評価の観点

定期考査: 90%  その他10％

前期　授業評価　　5段階にて評価

後期　授業評価　　5段階にて評価


